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プラズマの輸送・閉じ込め、またそれらに深

く関わる揺動や乱流の物理機構の解明には、プ

ラズマの流れの時空間情報が重要である。本研

究では、タンデムミラー型装置GAMMA 10/PDX
において、円柱状プラズマが形成される中央部

（セントラル部）の電子密度揺動の方位角方向

速度の空間分布計測が可能な多チャンネルド

ップラー反射計の開発を行ってきた。本システ

ムは多周波数のマイクロ波入射が可能なコム

発振器を用いることにより径方向の多点同時

計測が可能である特長をもつ。今回これまで使

用していたコム発振器をNLTL型コムに変更す

ることで位相ノイズレベルを改善した。 
ICRFで生成されたプラズマに、アンカー部

へのICRF追加熱、ならびにセントラル部への追

加ガスパフを行った放電に対し本計測を適用

した。図1(a)に反磁性量と線電子密度の時間変

化を示す。時刻t=100 msからアンカー部への追

加熱、またt=170 msからの追加ガスパフによっ

て線密度が上昇する。図1(b)にこのとき観測さ

れた各チャンネルのドップラーシフト周波数

の時間変化を示す。入射マイクロ波周波数は

11.8~16.8 GHzでチャンネル1(11.8 GHz)が最

も外側の半径位置を観測する。ドップラーシフ

ト周波数は簡易的な指標となる複素信号スペ

クトル重心より評価した。図2にドップラーシ

フト周波数より求めた密度揺動の方位角方向

速度の径方向分布を示す。追加熱時間帯（125, 
167 ms）もガスパフ時間帯（207 ms）も電子反

磁性ドリフト方向への回転が発生し、r=15~17 
cm付近で速度がピークとなっている。さらにガ

スパフ時間帯には一番外側のチャンネルでは

回転方向が反転した。この放電では追加熱時に

中心付近（r<10 cm）の空間電位や周辺部の浮遊

電位が大きく上昇していたことから、密度揺動

速度の変化は電位構造の影響を受けているこ

とが示唆された。 
本研究は、核融合科学研究所双方向型共同研

究（NIFS19KUGM137, NIFS19KUGM144）の支

援のもと実施された。 
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図 1 (a) 反磁性量と線電子密度の時間変化 

(b) 各チャンネルのドップラーシフト周波数

の時間変化。 
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図 2 密度揺動の方位角方向速度の径方向分布 
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